
 

 

 

美術館長の退任及び新館長予定者の選任について 
 

島根県立美術館の長谷川三郎館長には、館長就任以来、様々な展覧会の開催や館の円

滑な運営にご尽力いただきましたが、在任期間がすでに１０年以上経過していることか

ら、本年６月の美術館再開館を節目として、令和４年６月３０日付けをもって退任され

ることになりました。 

新館長には、藤間寛氏が就任予定です。 

 

【現館長】    

 長谷川
は せ が わ

 三郎
さぶろう

   氏   鳥取県東伯郡三朝町出身 昭和１７年生（７９歳） 

平成２３年４月に美術館長就任 在任期間１１年 

 

【館長予定者】  

 藤間
と う ま

  寛
ひろし

  氏    島根県出雲市大社町出身 昭和２８年生（６８歳）  

 

■略 歴 

学   歴  青山学院大学文学部教育学科卒 

昭和６３年  島根県採用(10 月) 

平成１０年  島根県立美術館 学芸課長 

１７年  島根県立石見美術館 主査、調整監（平成 18 年） 

１９年  島根県立美術館 調整監 

２３年  島根県立美術館 学芸統括監 

２５年  島根県立美術館 副館長 （平成 26 年 3 月定年退職） 

２６年  島根県立美術館 学芸専門官 [非常勤]（～平成 30 年） 

２６年  松江歴史館 学芸専門監 [非常勤]（～令和 4 年 3 月末） 

 

■選任理由 

・長く島根県学芸員としてのキャリアを積み、県内の美術関係の状況や地域事情

に通じており、全国の美術関係者からの認知度も高いこと 

・美術館の初代学芸課長として館の基礎づくりに携わり、また、副館長として館

長の補佐や県学芸員の統括を担うなど、館運営を支えてきた実績があること 

・開館から十余年にわたり専門的実務を主導した経験と見識から、美術館の施設

やコレクションの魅力を最大限活かした館運営が期待できること 

 

■就任予定日  令和４年７月１日 

令和４年４月１３日 

環境生活部文化国際課 曽田 

（0852-22-6006） 

県立美術館 米山（0852-55-4700） 


